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自己紹介 堀田祐馬

✓ 2008年京都府立医科大学出身

ワークライフバランス

炎症性腸疾患

医師会と若手医師教育

消化器内科

臨床研修・教育関連

✓専門領域

✓京都府医師会理事 （令和３年6月〜）



１ 私と医師会との出会い

２ 臨床研修屋根瓦塾の立ち上げと発展

３ 若手医師は医師会に必要なのか？



2008年 4月

市立福知山市民病院の

研修医となった私

（福知山市ホームページより）

医師会と若手医師教育

研修医同期は１人

自分が正しく成長しているのか

不安な研修生活

私と医師会との出会い



京都府北部の研修病院は点在している

医師会と若手医師教育



びわこ臨床研修ネットワーク での学び

「有名研修病院の取り組みは、なかなかまねできない

医師会と若手医師教育

まねできる隣の病院の取り組みは、明日から 」



京都府北部臨床研修ネットワーク の設立

隣の県の取り組みは

✓ 研修医の、研修医による、研修医のための勉強会

医師会と若手医師教育

✓ どうやったらできる？？

→院長より「メーカー主催禁止」「手弁当で」

→京都府医師会主催の研修医向け講演会

「一度聞いてみたかった、この先生の この講義」にて

→京都府医師会勤務医部会から運営費を獲得

医師会の重鎮の前で突如プレゼン

まねできる



京都府北部臨床研修ネットワークの開催と継続

2008年 夏 第１回開催（福知山）

京都府北部地域全体から28名の参加

回 年度
担当施
設

講演内容

1 2008年夏 福知山 各病院での研修生活、症例発表会

2 2008年冬 綾部 小児科 大内一孝先生 神経内科 山田丈弘先生

3 2009年夏 舞鶴 井階友貴先生 「地域医療について」

4 2010年夏 福知山 野口善令先生 「臨床推論、診断学」

5 2011年夏 福知山 西田香織先生 「ＣＴの読影」

6 2011年冬 南丹 太田凡先生 「救急 clinical pearl」

7 2012年9月 綾部 山脇正永先生 「Clinical reasoning」 手技ハンズオン

8 2013年9月 福知山 仲田和正先生 「Primary careにおける整形外科」

9 2014年2月 舞鶴 吉岡亮先生 「脳卒中を疑う患者に出会ったら」

10 2015年3月 与謝 安柄文先生 「ＥＲ型救急と小児救急」

11 2015年11月 南丹 山畑佳篤先生 「災害発生！あなたはどうする？」

12 2016年10月 与謝 武部弘太郎先生 「救急外来での喜怒哀楽」

13 2017年12月 福知山 長尾大志先生「やさしイイ血ガス・レントゲン教室」

14 2018年12月 南丹 佐田竜一先生「私の反省症例」

15 2019年12月 与謝 チーム対抗メディカルクイズ大会

16 2020年12月 福知山 川島篤志先生今年復活予定！



２ 臨床研修屋根瓦塾の立ち上げと発展

１ 私と医師会との出会い

３ 若手医師は医師会に必要なのか？



✓ 「研修医のための研修と交流会」スタッフとして参加

医師会と若手医師教育

京都府内の病院からスタッフを募集

「どこでも使える」症例クイズを準備、研修医が受講

京都府から予算を獲得（行政との協働）

✓ 「臨床研修屋根瓦塾 KYOTO」に改称

ベテランから研修医までの屋根瓦形式の指導

全国から研修医が受講するように

臨床研修屋根瓦塾 の立ち上げと発展



「臨床研修屋根瓦塾 KYOTO」の弱点と克服

京都府医師会若手医師ワーキンググループ の立ち上げ

✓ スタッフのリクルートの困難さ

医師会と若手医師教育

教育レベルの質

屋根瓦塾へのモチベーション

背景の多様性の担保

経験値の蓄積

医師会の縦割りへの対応



京都府医師会 若手医師ワーキンググループ とは

✓ 企画ごとに募集していた指導医を半分固定

医師会と若手医師教育

→質の担保、スムーズな運営

✓ 卒後 3〜12年目で構成

→研修医と近く、多様な人材

✓ 医師会入会を必須としない

→部活のような雰囲気で仲間を勧誘



医師会という唯一無二の 切り口

✓ 出身や所属にとらわれない 多様な視点

医師会と若手医師教育

→ 自分についた「ラベル」を超える

そこでしか出会えない仲間

✓ 直接的には自分に利益のない後進教育

→ 自主的な教育モチベーションを高める



若手医師WG ４つ の企画

春：新臨床研修医総合オリエンテーション
受講者約200名、アイスブレーキング担当

夏：臨床研修屋根瓦塾KYOTO
受講者40〜50名、実務スタッフ担当（スタッフ20名中、約半数）

冬：研修医ワークショップ in KYOTO
受講者20〜30名、アイスブレーキング＋補佐（4〜6名）

研修医向け広報誌「ARZT」編集
研修医インタビューやアンケート、リアルな生活を取材



医師会と若手医師教育

春：新臨床研修医総合オリエンテーション
受講者約200名、アイスブレーキング担当

✓ 偉い先生方の話の合間にちょっと休憩

✓ 研修医のLINEグループ作成

→今年度から「KMA.com」サイトに登録！



医師会と若手医師教育

夏：臨床研修屋根瓦塾KYOTO
受講者40〜50名、実務スタッフ担当（スタッフ20名中、約半数）

✓ 研修医 4〜5名で 1グループ、チーム対抗

✓ ブースを回って症例クイズ／手技習得

✓ 勉強＋横のつながりが育つ

✓ 事前準備で指導医も深く学び、つながる



医師会と若手医師教育

屋根瓦塾を支える人たち

【総監督】上田朋宏先生

【塾長】小山弘先生

【実働部隊】スタッフ

向かい風は高く翔べる！

質の担保は任せなさい！

メールでやり取り。
開催当日まで、何度も内容を

ブラッシュアップ！

京都府医師会理事

京都医療センター総合内科部長

若手ＷＧ＋府内から新規

【裏方】医師会スタッフ

広報・円滑な運営・採点

京都府

予算計上で支援



医術は 無償で伝承されるべき 技術である

ヒポクラテスの誓い

臨床研修屋根瓦塾の魂

屋根瓦塾 塾長

小山 弘先生

（KMCCホームページより）

医師会と若手医師教育



医師会と若手医師教育

練り上げられた 症例クイズ



医師会と若手医師教育

冬：研修医ワークショップ in KYOTO
受講者20〜30名、アイスブレーキング＋補佐（4〜6名）

【加藤塾】

✓ 研修医 4〜5名で 1グループ、チーム対抗

✓ 災害シミュレーション研修

加藤陽一先生

若手医師ＷＧ 医師会スタッフ

災害シミュレーションは
気持ちはむしろ受講生側

加藤先生の司会に合わせて
一糸乱れぬ問題配布！

熊本赤十字病院救急科



医師会と若手医師教育

緊張感あふれる 災害医療を体験する

小型バスとタンクローリーの

衝突事故が発生

あなたは、救急隊員（3人）とともに
派遣医師（1人）として現場に向かいます。



医師会と若手医師教育

考えたことのないミッション に対峙する

自分達、現場、傷病者の安全確保のために、

確認すべき事柄を5分間で列挙せよ！

Mission ①

日本語も英語も話せない外国人の訴えたいことを

探り当て、それに対する対応を考えろ。

Mission ②



他院の研修医とチームで協力



医師会と若手医師教育

研修医向け広報誌「ARZT」編集
研修医インタビューやアンケート、リアルな生活を取材



レクチャー動画作成

京都の有名指導医

この先生の話を聞いてみたかった！

KMA.com

若手医師WG関連の新企画

臨床研究・統計解析支援

学会内でのブース企画

研究立案から論文作成まで

京都医学会



京都府医師会ワークライフバランス委員会 ４つの企画

子育て医師の会 ワークライフバランス塾

妊娠に際し職場のみんなで
読むマニュアル

子育てサポートセンター

誰かのサクセスストーリー
ではない、相談の会





育児
育児休業

京都府医師会 WLB委員会

働き方改革

多様な
休みかた

業務効率化

キャリア
アップ

上司の
スキル

キャリア
チェンジ

スキル
アップ

妊娠・出産

親の介護

全方位戦略



若手医師は医師会に必要なのか？

Young Doctors ✕ Medical Association

３



若手医師は医師会に「なぜ」必要なのか？

①自ら生まれ変わるエネルギーと覚悟が必要

医師会と若手医師教育

②医師会にしかできないリーダー育成 がある

素晴らしい指導医と若手とをマッチさせる

次世代を担う人材にチャンスを用意できる

広く横断的な視野を持つ立場が人をつくる

現状維持が目的では「オワコン」



若手医師に つながる チャンネル としての「教育」

✓ 勤務医・若手医師の入会促進という課題

魅力的な制度があるが、入り口が見つからない

医師賠償責任保険や医師年金のアピール

医師会と若手医師教育

✓ まず与えなければ 誰もついてこない時代



いかに仲間になるか、という視点

医師会にしか作れない切り口がある



ご清聴ありがとうございました
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